
平成 30年度 福井県 数学 A 正答 

1 (1) ア 11  イ −2√2     ウ  𝑎 + 𝑏  (1) ア 4点 

イ 4点 

ウ 4点 

(2) 5点 

(3) 5点 

(4) 6点 

(5) 6点 

(6) 6点 

 40点 

(2) (x + 2𝑦)(𝑥 − 2𝑦) 

(3) 𝑥 =
−3 ± √13

2
 

(4) ② ③ 

(5) ∠𝑥 = 37 (度) 

(６) 

 

2 (1) ○1 の関数 イ  ○2 の関数 オ   (2) (1) 6点 

(2) 4点 

10点 

3 (1)  x＝6  (2)155.0cm 以上 160.0cm未満の階級  (3) 0.13 

(1) 3点 

(2) 3点 

(3) 4点 

10点 

4 
(1)  (−

1

3
, 2)        (2) 

11

18
 

(1) 4点 

(2) 6点 
10点 

5 (1) 𝑥 = 5 (秒)  (1) 4点 

(2) 6点 
10点 

(2) （説明）点 Qは,点 P を,直線 ABを対称の軸として対称移動した点である。 

𝑥 =
35

3
 (秒) 

6 (1) CE = √10 (cm) (1) 6点 

(2) 8点 

(3) 6点 

20点 

(2) BD2 = AB2 + AD2 = 5 

BD > 0であるから, BD = √5 

ΔBCD と ΔCDE において 

BC: CD = 1: √2 ……① 

CD: DE = √2: 2 = 1: √2 ……② 

BD: CE = √5: √10 = 1: √2 ……③ 

①,②,③から,3組の辺の比が,すべて等しいので, 

ΔBCD∽ΔCDE 

(3) 
1

5
 (𝑐𝑚2) 

 

  



平成 30年度 福井県 数学 B 正答 

1 (1) ア 11  イ −2√2     ウ  𝑎 + 𝑏  (1) ア 4点 

イ 4点 

ウ 4点 

(2) 5点 

(3) 6点 

(4) 6点 

(5) 5点 

(6) 6点 

 40点 

(2) 𝑥 =
−3 ± √13

2
 

(3) ② ③ 

(4) ∠𝑥 = 37 (度) 

(5) 10.45 ≦ 𝑎 < 10.55 

(６) 

 

2 
(1)  (−

1

3
, 2)        (2) 

11

18
 

(1) 4点 

(2) 6点 
10点 

3 (1) 𝑥 = 5 (秒)  (1) 4点 

(2) 6点 
10点 

(2) （説明）点 Qは,点 P を,直線 ABを対称の軸として対称移動した点である。 

𝑥 =
35

3
 (秒) 

4 (1) CE = √10 (cm) (1) 6点 

(2) 8点 

(3) 6点 

20点 

(2) BD2 = AB2 + AD2 = 5 

BD > 0であるから, BD = √5 

ΔBCD と ΔCDE において 

BC: CD = 1: √2 ……① 

CD: DE = √2: 2 = 1: √2 ……② 

BD: CE = √5: √10 = 1: √2 ……③ 

①,②,③から,3組の辺の比が,すべて等しいので, 

ΔBCD∽ΔCDE 

(3) 
1

5
 (𝑐𝑚2) 

5 (1) 𝑎 = 8  (2) 𝑏 = −
1

2
  

(3) ΔACG は(∠AGC = 90°の直角三角形)である。 

(説明) 直線ABの式はy = −x + 6 , 直線 FCの式はy = x − 4であるから,直線AB

と直線 FCの交点 Gの座標は(5,1)である。AG = 3√2, CG = 3√2, AC = 6であ

り, AC2 = AG2 + CG2である。よって,三平方の定理の逆より,∠AGC = 90°である。ま

た,AG = CGだから,ΔACGは,直角二等辺三角形である。 

(4) 𝑦 =
9

2
𝑥 − 5 

(1) 4点 

(2) 4点 

(3) 8点 

(4) 4点 
20点 

 


